
◎千葉市美術館

「とある美術館の夏休み」

現代美術家の新作と古美術作品。アート

作品とプロダクト。普段は一緒に展示さ

れることが少ない、さまざまな表現者と

所蔵作品とのコラボレーションを通し

て、美術館という場所そのものを「日常

と非日常のあわい」から眺めてみたいと

思います。想像を超える出来事ばかりが

現実になるいまだからこそ、美術館とい

う場所に降り積もった時間や記憶に触

れ、誰かの、そしてあなたの「日常」と

出会い直してみませんか？▼会期：2022

年7月16日(土)～ 9月4日(日)※休館日：

8月1日(月)/休室日：7月25日(月)・8月15

日(月)▼観覧料：一般1,200円（960円）

大学生700円（560円）小・中学生、高校

生無料/※( )内は前売券、および市内在

住65歳以上の料金/※障害者手帳をお持

ちの方とその介護者1名は無料。ナイト

ミュージアム割引：金・土曜日の18:00以

降は観覧料半額。本展チケットで5階常

設展示室「千葉市美術館コレクション

選」も観覧可。※割引の併用不可。▼参

加作家＋クリエイター：中﨑透、ミヤケ

マイ、清水裕貴、津田道子、目[me
ノ

]、小

川信治、華雪、きぐう編集室、山野英之、

井口直人×岩沢兄弟、Mitosaya薬草園蒸

留所、井上尚子、文化屋雑貨店、(new)

service（西舘朋央＋Rondade）▼問合せ：

千葉市美術館（千葉県千葉市中央区中央

3-10-8）℡043-221-2311

◎千葉県立美術館　

コレクション展「名品2-浅井忠と工芸-」

ヨーロッパ留学を契機に、工芸作品制作

に積極的に取り組むようになった浅井の

代表的な作品で構成し、洋画家ならでは

のその作品の魅力を紹介します。

▼会期：現在開催中～７月18日(月・祝）

まで▼料金 (第２期コレクション展共通

券)：一般300(240)円/高・大生150(120）

円※( )内は20名以上の団体料金

中学生以下・65歳以上・障害者手帳をお

持ちの方と介護者１名は無料▼問合せ：

千葉県立美術館（千葉市中央区 中央港1

丁目10番1号）Tel：043-242-8311

◎千葉県文化会館

日本フィルハーモニー交響楽団

第48回夏休みコンサート2022

「初めてクラシック音楽を聴く子どもた

ちに、家族と一緒に本物のオーケストラ

をお聴きいただきたい」という願いから

1975年にスタートした日本フィルの夏休

みコンサート▼会期：7月16日(土)14:00

▼料金(全席指定・消費税込)Ｓ席：子供

３,200円/大人5,200円・Ａ席：子供2,500

円/大人4,200円・Ｂ席：子供1,800円/大

人3,200円※子供＝4歳～高校生※4歳未

満は入場不可。▼申込み：日本フィル・

サービスセンターTEL03-5378-5911（平日

11:00-17:00）FAX03-5378-6161（24時間）

◎第171回西千葉第三土曜市

毎月第三土曜に開催する地元商店や団

体、住民や高校生、大学生などによるミ

ニマーケット。野菜や軽食、雑貨やミニ

ワークショップなど。7月は富里のスイ

カの販売&試食会をやります！▼会期：

2022年7月16日(土)11:30-14:30▼場所：

ふくろう広場（JR西千葉駅北口ロータリ

ー脇）

◎ギャラリー古島

第20回夏のくらし 涼・雅・粋展

日本ならではの夏支度…涼しさ、優雅

さ、粋なスタイルをテーマにジャンルの

違う10名の作家作品と古島セレクション

を加え300余点を提案。身近に置いて嬉

しい夏の名脇役で素敵な夏にしてみませ

んか。大南由香理(帽子)/駒木恵津子(バ

ッグ・ジュエリー)/谷道和博(ガラス)/

中川るな(シャツ他)/深川芳子(更紗)/前

田朝黄、安樹子(アートジュエリー)/山

崎裕理(陶芸)/山田宥子(バッグ・夏服)/

芳澤幸二(籠・花器)▼会期：2022月7月10

日(日)～7月24日(日)10:30～18:30(最

終日のみ17：00まで)※休廊日：7月14日

(木)・7月21(木)▼場所：千葉市中央区春

日2-25-11古島籐家具店2階 (ＪＲ西千葉

駅西友側徒歩1分）℡043-243-3313
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千葉市に水族館を誘致　新たなSDGsのシンボルに

　小亀さおりさんは

2014年～2015年の「千

葉シティ 5BEACHエン

ジェルス・幕張の浜」

として千葉市観光大

使を務めたことをき

っかけに、その後も地

域の魅力を高めるた

めの活動を続けている。

　観光大使に抜擢される前は子育

て中の専業主婦だったという小亀

さん。「他の観光大使は学生さんば

かりのなか、当時私は38歳。周囲は

私をどう思っているのだろうと悩

んだ時期もありました。ある時、大

切な時間をそんなマイナス思考に

使うのがもったいないと気づきま

した。今は多様性が求められる社

会、だから私らしく、できることを

しようって吹っ切れたんです」。

　シンガポール航空の客室乗務員

として勤務した経験を生かし、そ

の後は観光大使の活動をしなが

ら、千葉市の観光プロモーション

課で海外集客班職員としてマレー

シアをターゲットとしたムスリム

インバウンドを担当。空の上のサ

ービス業に就いていたころから、

「おもてなし」を大切にしてき小亀

さんは、イスラム教徒のお客様に

日本を楽しんでもらうことを、市

民の幸せにつなげるにはどうした

らいいのかと考えたという。お祈

りする場所がない、豚肉やお酒を

使用していない食事を提供する店

がない、他人の目を気にせずヒジ

ャブ（スカーフ）をはずせる美容室

がないなど、難しい課題に取り組

んだ。

「事業者様や友人、千葉大学の学生

さんたちにもご協力をいただき、

礼拝できる場所や飲食・美容等の

サービスを安心して受けられる店

舗を開拓することができました」。

そして、ついに「千葉市

ムスリムおもてなしマ

ップ」が完成。仕事をや

り遂げ、達成感を得たと

同時に仲間の大切さを

再認識できたこの経験

は小亀さんを大きく成

長させた。

「千葉市の魅力は人です。それをど

のように活かして千葉市ならでは

のウエーブを起こせるのか？それ

が今の活動の軸になっています」。

　そんな小亀さんが現在、力を入

れているのが、自らが代表を務め

るAqua Dream Projectだ。2022年4

月に発足した市民ボランティア団

体で、幕張新都心への水族館誘致

活動のほか、幕張の浜でのビーチ

クリーン活動を通じて、身近な浜

辺から環境問題を共に考える機会

を創り出すなど、まちづくりへの

機運を高めている。

　持続可能なまちづくりの視点か

らも注目される水族館誘致には、

幕張ベイタウン自治会連合会、幕

張ベイタウン商店街振興組合、幕

張新都心ホテル協議会、幕張新都

心まちづくり協議会、株式会社千

葉日報社なども協力し、すでに千

葉県と千葉市へ水族館誘致の嘆願

書を提出、年間を通しての集客と

地域における回遊性の向上を目指

すという。また、水族館は海の生き

物から環境問題など多くを学べる

場にもなり、千葉市の観光におけ

る目玉スポットになると期待され

ている。

　今後の Aqua Dream Projectにつ

いて小亀さんは「地域活動を行っ

ている方々を支えられるような組

織へと成長させたい。それが魅力

的なまちづくりを加速させ、地域

への還元になると考えています」

と意欲を語った。　　　　　　

小亀 さおり さん 　千葉市美浜区在住

Aqua Dream Project
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者

が
小

さ
い

文

字
を
す

べ
て

は
読

み
込

ま
な

い
こ

と
を

見
越

し
、

消
費

者
が

気
が

付
か
な

い

う
ち

に
業

者
に

一
方

的
に

有
利
な

条
件

で
商

品
購

入
契

約
を

結
ば

せ
る

横
行

に
歯

止
め
を

か
け
よ

う
と

い
う

動
き

だ
が

、
専

門
家

か
ら

は
対

策
が

不
十

分

で
あ

る
と

の
声

が
上

が
っ

て
い

る
。

　
最

近
年

齢
を

重
ね

た

せ
い

か
、
あ

る
い

は
元

々

短
気

だ
っ

た
の

か
は

わ

か
ら

な
い

が
（

苦
笑

）
イ

ラ
イ

ラ
す

る
こ

と
が

多

く
な

っ
た

。
更

年
期

特
有

の
も

の
な

の
か

？
と

も

思
う

が
特

に
ク

ル
マ

を

運
転

中
に

多
い

気
が

す

る
。
気

づ
い

た
ら
ひ

と
り

で
声

を
上

げ
て

る
こ

と

も
…

（
笑

）
。

普
段

か
ら

あ
ま

り
ス

ピ
ー

ド
を

出
す

タ
イ

プ

で
は

な
い

の
だ

が
、
あ

ま

り
に

交
通

の
流

れ
に

乗

れ
て

い
な

い
ク

ル
マ

や

ウ
イ

ン
カ

ー
も

出
さ

ず

に
車

線
変

更
を

繰
り

返

す
ク

ル
マ

、
前

車
と

の
車

間
距

離
を

保
っ

て
走

行

し
て

い
る

と
こ

ろ
に

割

り
込

ん
で

く
る

ク
ル
マ

、

更
に

は
ス
マ

ホ
や

テ
レ

ビ
映

像
（

最
近

の
車

は
ナ

ビ
等

に
テ

レ
ビ

装
備

が

当
た
り

前
）
に

夢
中

で
信

号
待

ち
か

ら
ス

タ
ー

ト

し
な

い
ク

ル
マ

な
ど

な

ど
。ま

た
歩

行
者

で
も

信

号
が

赤
に

な
っ

て
い

る

の
に

横
断

歩
道

を
悠

々

と
歩

い
て

る
人
や

、
歩

き

ス
マ

ホ
で

前
を

見
て

な

い
人

、
信

号
無

視
や

逆
走

す
る

自
転

車
。
そ

れ
に

あ

ま
り

大
き

な
声

で
は

言

え
な

い
が

高
齢

者
ド

ラ

イ
バ

ー
の

運
転

技
術

に

も
…

。
び

っ
く
り
す

る
よ

う
な

場
面

に
何

度
か

遭

遇
し

て
い

ま
す

。

私
の

経
験

値
で

は
優

良
ド

ラ
イ

バ
ー

も
た

く

さ
ん

い
ま
す

が
、
交

通
マ

ナ
ー

の
悪

い
印

象
の

地

域
（

ど
こ

と
は

言
え

な
い

が
…

笑
）
に

千
葉

も
含

ま

れ
て

い
る

な
と

嘆
い

て

い
る

昨
今

で
す

。
（

Ｍ
）

　
２

０
２

２
年

４
月

10日
、

千
葉

ロ
ッ

テ
マ

リ
ー

ン
ズ

の
本

拠
地

Ｚ
Ｏ

Ｚ
Ｏ
マ

リ
ン

ス
タ

ジ
ア

ム
に

衝
撃

が
走

っ
た

。
プ

ロ
入
り

３
年

目
、
弱

冠

20歳
の

若
者

が
プ

ロ
野

球
史

上

16

人
目

の
完

全
試

合
を

達
成

し
た

の
だ

。
佐

々

木
朗

希
投

手
（

20）
は

こ
の

日
行

わ
れ

た
対

オ
リ

ッ
ク

ス
バ

フ
ァ

ロ
ー

ズ
３

回
戦

で
一

人
の

走
者

も
許

さ
な

い
ば

か
り

か
、
新

記
録

と
な

る

13打
者

連
続

三
振

を
含

む
こ

れ
も

プ
ロ

野
球

タ
イ

記
録

と
な

る

19奪
三

振
を

奪
う

快
投

を
見

せ
た

の
だ

。

　
佐

々
木

投
手

は
２

０
０

１
年

岩
手

県
陸

前
高

田
市

生
ま

れ
の

20歳
。
大

船
渡

高
校

３

年
時

に
１

６
３

㎞
を

叩
き

出
し

一
躍

注
目

の
的

と
な
り

、
夏

の
大

会
で

は
甲

子
園

ま
で

あ
と

一
歩

と
迫

り
な

が
ら

決
勝

戦
に

登
板

せ
ず

チ
ー

ム
が

敗
れ

た

こ
と

で
こ

の
起

用
法

を
め
ぐ
り

世
間

を
賑

わ

せ
た

こ
と

も
。
そ

の
年

の
ド

ラ
フ

ト
会

議
で

千
葉

ロ
ッ

テ
マ

リ
ー

ン

ズ
か

ら
１

位
指

名
を

受
け

入
団

。
１

年
目

は

体
力

強
化

の
た

め
１

軍
で

の
登

板
は

無
か

っ
た

が
２

年
目

の
昨

季
、
プ

ロ
初

勝
利

を
含

む
３

勝
を

あ
げ

、
ク

ラ

イ
マ

ッ
ク

ス
シ

リ
ー

ズ

で
も

好
投

し
今

季
の

活
躍

を
予

感
さ
せ

た
。

　
こ

の
完

全
試

合
の

次
の

登
板

、
同

17日
の

対
北

海
道

日
本

ハ
ム

フ
ァ

イ
タ

ー
ズ

戦
で

も
佐

々
木

は
世

間
を

驚
か
せ

る
。
初

回
か

ら

ま
た

も
や

三
振

の
山

を
築

き
相

手
打

線
を

ね
じ

伏
せ

る
。
イ

ニ
ン

グ
を

重
ね

て
も

走
者

を
許

さ
な

い
。
気

が
付

け
ば

８
回

を
投

げ
終

え
、
ま

た
も
や

完
全

試

合
ペ

ー
ス

の
快

投
、
ま

さ
か

２
試

合
連

続
な

る
か

？
　

し
か

し
投

球
数

が
多

か
っ

た
こ

と
な

ど
で

９
回

の
マ

ウ

ン
ド

に
上

が
ら

ず
降

板
、
誰

も
が

期
待

し
た

２
試

合
連

続
完

全
試

合
は

夢
と

消
え

た
。

　
そ

の
後

の
登

板
で

も
好

投
を

続
け

る
佐

々
木

投
手

。
あ

ま
り

の

話
題

性
や

期
待

に
よ

り
、

ヒ
ッ

ト
を

打
た

れ

た
り

失
点
す

る
こ

と
だ

け
で

見
る

側
は

落
胆
す

る
。

投
手

が
ヒ

ッ
ト

を

打
た

れ
る

の
も

点
を

奪

わ
れ

る
の

も
ゲ

ー
ム

の

中
で

は
至

極
当

然
。

そ

れ
す

ら
許

さ
な

い
期

待

を
背

負
う

佐
々

木
投

手

の
存

在
は

、
メ

ジ
ャ

ー

リ
ー

グ
で

活
躍
す

る
同

じ
岩

手
県

出
身

の
大

谷

翔
平

選
手

と
相

通
じ

る

も
の

が
あ

る
。

　
６

月
３

日
の

交
流

戦

対
読

売
ジ

ャ
イ

ア
ン

ツ

戦
で

先
発

、
５

回
を

投

げ
８

安
打

５
失

点
で

今

季
初
め

て
黒

星
を

喫
し

た
。

だ
が

こ
の

敗
戦

で

得
た

も
の

は
大

き
い

は

ず
だ

。
そ

し
て

ま
だ

ま

だ
３

年
目

の
若

手
投

手

で
あ

る
。

ど
こ

ま
で

成

長
す

る
の

か
、

ど
ん

な

記
録

を
打

ち
立

て
る

の

か
、

今
後

私
た

ち
に

何

を
魅
せ

て
く

れ
る

の
か

楽
し
み

は
計
り

知
れ

な

い
。

力投する佐々木朗希投手（写真提供：千葉ロッテマリーンズ)


